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よさこい四万十

一條大祭御神火奉納
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主な活動 中村YEGでは事業を通じて、地域経済の活性化を図ります。

歴史や文化を後世へ伝承するとともに、郷土愛を育みます。

活動を通じて、多くの友人や仲間と出会えます。

次代を担う仲間と共に、切磋琢磨をしながら地域を盛り上げます。

異業種の仲間との交流や研修を通じて、スキルアップにつながります。
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渡邊　隆司　
(株)Plus WAN
ＹＥＧ歴15年

27 年前に移住し起業した私にとってＹＥＧ活
動は四万十市での生活をより豊かに充実した
ものに変えてくれたと思います。職種、年齢の
違う人が集い、数々のイベントや研修を通じて
親睦を深め、ワクワクしたり刺激を受けたり
悩みまで相談できる生涯の仲間が出来たこと
が今でも何よりの財産となっています。ＹＥＧ
という社会に認知された団体に所属している
ことで、個人ではできないようないろいろな
経験ができ、共有できる思い出がたくさんで
きたことが移住者であることを忘れさせてく
れました。ＹＥＧという素晴らしい舞台は整っ
ています。それをどう活かすかは本人次第‼
勇気を出して一歩踏み出せばきっと…むふっ♡　
今後の活動に期待してます‼

私が中村ＹＥＧに入会したのは 6年前。次年度
会長が『僕、会長になるけん一緒に手伝ってく
れん？』のお誘いに、ＹＥＧって何だ？と思い
つつ、一つ返事で『いいよ！やってみよう！』
と答えました。ＹＥＧには年間たくさんの事業
があります。そこで自分に何ができるだろう、
不安もありましたが、参加してみなくてはわか
らない『よし、やってみよう』と、どんどん
参加しました。そうしていくうちに仲間が増
え、仕事では出会うことの無い経験ができまし
た。事業は、みんなと助け合って乗り越えてい
きます。難しく思うこともあるかもしれません
が『やってみよう！』そんな気持ちで入ってみ
てはどうでしょう。
想像以上に楽しい日々になりますよ！

長らく地元を離れ、家業を継ぐために帰郷した
私は、四万十市での人脈を広げたいという思い
からＹＥＧに入会しました。ＹＥＧでは、さまざ
まな職種の経営者との交流や研修を通して自分
のスキルや知識に磨きをかけることができます。
また事業を通して、同じ時間を共有しお互いを
認め合うことで、メンバー同士に強い絆も生ま
れます。そうした人脈や経験は必ず各々のビジ
ネスに繋がっていくと信じています。私自身、
令和５年度会長職を務めるなど、さまざまな経
験をさせていただきました。自分の卒業時には
必ず入会して良かったと思える確信があります。
入会に迷われている方も、ぜひ一歩を踏み出し
て、共に語り合いながら新しい自分を発見して
みませんか？

地元に戻るのであれば町に貢献したいという気
持ちはありましたが、そういった団体が苦手な
自分がいまして、なかなか一歩を踏み出す勇気
がありませんでした。そんなときにお世話にな
っている先輩からの「入ればわかる」という後
押しで、やめたくなったらやめればいいし、続
けたかったら続ければいいかなという気持ちで
入ることにしたのがこのＹＥＧです。何もしな
いままの人生より、町や未来の子供たちのため
に活動して、自己満足になっても価値のある人
生だったと言えるように過ごしていければいい
かなと思います。最後まで読んでくださった
あなた。結局僕が言いたいことは一つです。
「入りなさい。話はそれからだ」

「ＹＥＧって何やろう？」自分なりに思い返して
みました。私にとってのＹＥＧ生活 8年間で学
び得たものはたくさんあり、すべてをお伝えす
るのは難しいですが、一つあげるとすれば「挑
戦し続けることの大切さ」でしょうか。令和 3
年度に会長職を拝命しました。世は空前絶後
のコロナ禍の真っ只中、行動は自粛を強いられ
ＹＥＧの活動もままならない状態でしたが、そ
の中にあってもＹＥＧのメンバーは諦めていま
せんでした。１００％じゃなくてもいい、でも
何かできることがあるはずだと、全員で今まで
に無い形を模索しまさに挑戦の限りを尽くしま
した。その経験は今や大きな自信となっていま
す。貴方にとってのＹＥＧ探しに我々と一緒に
挑戦してみませんか？

私が青年部に入会したきっかけは、人見知りを
克服したいと思ったからです。中村商工会議所
青年部は、地域との連携を深めることをミッシ
ョンに活動しています。四万十市の歴史や文化
を活かし、自社の成長や未来のリーダーの育成
に貢献するため、豊かで住みよい「町づくり」を
目指しています。令和 5年度の会長スローガン
は「Switch - 新しい自分に変わるために」で、
地域への愛着と誇りを大切にしています。活動
を通じて青年部の魅力を再発見し、メンバー同
士が支え合い、試行錯誤しながら成果を上げた
いと考えています。知恵を出し合った時間こそ
が中村商工会議所青年部の「宝物」だと思います。

加持　香
cafe bar Reborn
ＹＥＧ歴６年

田邊　誠
(有)実業土木
ＹＥＧ歴８年

長者　真人
(有)長者工務店
ＹＥＧ歴13年

田村　太一
(有)右城松風堂
ＹＥＧ歴５年

池本　自歩
酒季 やまさき
ＹＥＧ歴５年

たのしまんとリバーフェスティバル

令和３年度
卒業生

令和４年度
卒業生

一條大祭での催し物として定番となった「御
神火奉納提灯行列・御神火灯籠」の企画・運
営に関わり、神事のお手伝いをしています。
世界遺産でもある京都「下鴨神社」から、厳
かな神事として切り出され持ち帰った御神火
は、神輿・提灯に灯され、街を行列巡行した
のち、一條神社へと奉納されます。その御神
火を使って３日間灯される御神火灯籠は、地
元の小学生に協力してもらった個性溢れるイ
ラストが灯りに照らし出され、訪れた方が足
を止め楽しんでもらっています。また大祭期
間中は、物販活動を通じて地域の方々との繋
がりを大切にしています。

2011 年に第 1回が開催され、中村 YEG はボ
ランティアから関わり始めました。第 4回か
ら本格的に参画し、事前準備から運営まで中
心となり事業を支えています。当初は 7チー
ムで始まりましたが毎年規模が大きくなり、
現在は県外からも含めて、約 30 チーム 1200
名以上が情熱的な演舞をする恒例のイベント
になりました。天神橋アーケードに出場チー
ムが集結し、チームの輪を超えてみんなで踊
る総踊りは、よさこい四万十の名物となって
います。

2021 年コロナ禍の中で、地域の活性化を図る
ために立ち上げた事業です。現在は、四万十
市の魅力である「自然」「食」を主軸に、子ど
もから大人まで楽しめるイベントとして開催
しています。また、マルシェの開催を通じて
地域経済の回復に努め、各地へ四万十市の魅
力を発信しています。

家族への感謝の気持ちと、メンバー
の親睦を深めるために BBQを開催
しています。また、中村 YEG の魅
力を体感してもらう場として、入会
候補者の方々をお招きしています。


